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経営の道具としての

「ISO」管理システム

　この情報誌（この欄）をお読みになるのは、いったい
誰でしょうか？　多くは経営者や管理者の方でしょう。
となると「ISO」について過去に一度くらいは聞いたこ
とがあるでしょうから、「ISO とは何か」の説明は割愛
させて頂きます。

１. どんな仕事か
　現在わたしの仕事の柱は、各種 ISO マネジメントシ
ステム（国際規格に基づく経営管理の仕組み）の導入や
見直し・再構築での指導助言です。
　１４年前に起業しましたので、この業界では九州で最
も早い時期に事業を開始した一人かもしれません。
　指導分野は、品質 (9001)、環境 (14001)、労働安
全衛生 (18001)、情報セキュリティ (27001)、個人
情報保護、事業継続管理や食品安全・衛生 (22000/
HACCP)、医療機器品質 (13485)、自動車品質 (16949)
など、業種は様々です。
　大分での指導分野は、「品質」、「環境」、「食品安全・
衛生管理」およびこれらに関連して前提となる基盤整備
や業務改善への助言・指導、研修が多いですね。

2. ISO 導入 ( 再構築 ) の鍵 ( キー )
　ISO マネジメントシステムで多く出てくる『負のキー
ワード』は、“文書化が大変だ”“仕組みが面度くさい・
難しい”“（自社に当てはめるのに）解釈が難しい”“（経
営の）役に立たない”などでしょうか。
 しかし、これらの『負のキーワード』は ISO への誤解
と偏見によることが多いというのが私の実感です。
　なぜなら、ほとんどの ISO 規格は、抽象的に「自社
のリスクを洗出し評価し、重要なもの（業務）を管理す
る仕組みを決める」「方針や目標を定め、実行する」「管
理ポイントを明確にし、手順を定め実施し、チェックす
る」などの最低限、経営管理として“しなければならな
い”ことを規定しているだけです。“どのようなやり方
でどこまでするか”はそれぞれ企業の責任で、自分たち
で決めれば良いのです。
　そのことが理解されず、“他社の例をそのまま利用し
たり”“自社の現状も把握せず、ISO 規格の文字面にあ
わせて文書を作ったり”すると、大抵は『負のキーワー
ド』につながります。
　要は「この欄」の過去の寄稿でも多くの方が書かれて
きた「現状分析」が大事ということです。ISO に関わら
ず“業務を改善したい”“経営革新をしたい”という時に、
自社の現状を知る事無く、行動を起こすことはないはず
です。

3.「現状分析」の方法
　「現状分析」の方法について、当然 ISO 規格では特定
の方法を指定していませんから、基本的には自由です。
頭を整理するためには、簡単な図や表の形式にするのが

良いでしょう。多くの方が良く見かけるようなものでは
面白くないので、ここでは「タートル分析図」をご紹介
しておきます。
　タートル（亀）図は、名の通り、“頭（イン）と尾（ア
ウト）に手足（４つ）”をくっ付けた図です。この図を
つなげていくと自社全体がどのようにして成り立ってい
るか分かるはずです【これは ISO 導入用ということで
はありませんから何にでも利用できます。
一度お試しあれ】。

タートル図（様式）による業務分析の例

4. 経営の道具としての「ISO」
　「現状分析」をしっかりやっていれば、ISO 規格の文
面（文字）に捕われた構築にはならないはずです。「自
社の業務（現状）」を「規格」に合わせるのではなく、「規
格の意図」を「自社の業務」に引寄せるイメージの構築
をするということです。
　また、「現状分析」で使った図や表をそのまま ISO の
文書にしてしまい、見た目立派な文書（マニュアル・規
程）を作ろうと考えない。文書は飾り物でないのですか
ら、業務を確実にするための使えるものにするのが肝要
です。
このようにして導入（再構築）された ISO は、経営の
道具としての「ISO」になっているはずです。
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